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1. 授業の概要（ねらい）
　小学校社会科の教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領で示された社会科の学習内容について
背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習理論を踏まえて具体的な学習場面を想定した授業設
計を行う方法を身に付ける。
　そのために、社会科教科書の構造、指導書の利用方法、教材づくりの方法（情報機器の活用を含む）や、社会科らしい
学習活動の位置づけ方や指導法について理解し、社会科指導案の書き方について学ぶ。

2. 授業の到達目標
（１）学習指導要領における社会科の目標および主な内容、並びに全体構造を理解している。
（２）社会科の個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。
（３）社会科の学習評価の考え方を理解している。
（４）社会科の背景となる歴史学や地理学、社会学や経済学等の学問領域との関係を理解し、教材研究に活用する事がで
きる。
（５）教材づくりや授業づくりの基本的な方法を知り、設計した社会授業を指導案に表現することができる。

3. 成績評価の方法および基準
平常点20％、指導案の作成30％、試験50％

4. 教科書・参考文献
教科書
文部科学省編　『小学校学習指導要領解説－社会編－』　東洋館出版社
鎌田和宏　『社会科の新教科書、ここが変わった』　日本標準
帝京大学初等教育研究会　『小学校教師の専門性育成』2020年　現代図書

5. 準備学修の内容
調査、指導案の作成、模擬授業の準備など、授業時間外での取り組みが必要となります。主体的に取り組み学習の成果を
高めましょう。グループ・ワーク、ディスカッションの場が多く用意されています。必要な準備をして、積極的に取り組んで下
さい。

6. その他履修上の注意事項
よりよい学習環境を構成する一員であることを自覚し、授業づくり、模擬授業に主体的に取り組みましょう。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション〜社会科体験を振り返る〜
【第２回】 社会科教科書の構造を探る１（構造）
【第３回】 社会科教科書の構造を探る２（教材）
【第４回】 社会科教科書の構造を探る３（活動）
【第５回】 社会科の学習内容を調べる（３年）
【第６回】 社会科の学習内容を調べる（４年）
【第７回】 社会科の学習内容を調べる（５年）
【第８回】 社会科の学習内容を調べる（６年）
【第９回】 社会科の学習活動を組み立てる（３年）
【第10回】 社会科の学習活動を組み立てる（４年）
【第11回】 社会科の学習活動を組み立てる（５年）
【第12回】 社会科の学習活動を組み立てる（６年）
【第13回】 社会科の教材研究の方法と教材づくり、模擬授業①
【第14回】 社会科の教材研究と指導案作成、模擬授業②
【第15回】 よい社会科の授業とは何か、試験（22年度LMSの予定。初回・2回の授業で連絡するので要確認）


